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４
月
14
日
に
発
生

し
、
熊
本
・
大
分
に
被

害
を
も
た
ら
し
た
熊
本

地
震
で
は
、
町
民
の
方

の
中
に
も
被
災
地
の
知

り
合
い
を
心
配
さ
れ
た

り
、
ニ
ュ
ー
ス
で
被
災

地
の
様
子
を
見
て
自
分

も
何
か
で
き
た
ら
と
関

心
を
持
っ
て
い
る
方
々

も
多
く
、
熊
本
市
や
益

城
町
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
行
っ
た
青
年
団
や
個

人
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。

　

町
で
は
そ
ん
な
思
い

を
持
っ
た
方
々
が
、
参

加
し
や
す
い
よ
う
に
参

加
者
を
募
り
、
錦
江
町

支
援
隊
と
し
て
熊
本
市

へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

計
画
し
た
と
こ
ろ
、
38

名
の
方
か
ら
申
し
込
み

が
あ
り
ま
し
た
。

　

梅
雨
時
期
の
平
日
と

い
う
一
番
被
災
地
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
不
足
す

る
と
思
わ
れ
る
時
期
に

計
画
を
し
ま
し
た
が
、

大
雨
警
報
な
ど
の
影
響

の
大
雨
洪
水
警
報
の
た
め
派
遣
は

中
止
と
な
り
ま
し
た
。

※�

実
人
員
数
は
中
止
が
あ
っ
た
た
め
に

参
加
者
が
重
複
し
て
い
る
場
合
が
あ

り
、
第
１
回
か
ら
第
４
回
の
参
加
者

数
合
計
よ
り
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

朝
５
時
20
分
に
本
庁
を
出
発
し
、

９
時
10
分
に
熊
本
市
東
区
サ
テ
ラ

イ
ト
に
到
着
し
ま
し
た
。
そ
こ
で

受
付
を
行
い
、
５
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

作
業
内
容
は
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
で

が
れ
き
を
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま

で
搬
出
す
る
作
業
や
家
の
周
り
の

が
れ
き
の
撤
去
作
業
や
雨
漏
り
で

泥
が
上
が
っ
た
り
、
物
が
散
乱
し

て
い
る
室
内
の
清
掃
を
し
ま
し
た
。

そ
の
他
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
の
補
修

や
瓦
を
小
さ
く
割
っ
て
土
嚢
袋
に

詰
め
る
作
業
が
あ
り
ま
し
た
。

　

雨
の
中
大
変
な
作
業
で
し
た
が
、

15
時
に
は
予
定
の
作
業
が
終
わ
り
、

16
時
に
熊
本
市
を
出
発
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
19
時
30
分
ご
ろ
に
は
本

庁
に
到
着
し
ま
し
た
。

⃝

阿
多　

千
尋	

（
鳥
浜
自
治
会
）

⃝

壱
岐　

英
星	

（
鳥
井
戸
自
治
会
）

⃝

池
迫　

重
利	

（
神
川
中
原
自
治
会
）

⃝

池
田　

行
徳	

（
盤
山
自
治
会
）

⃝

池
之
上 

和
隆	

（
木
原
自
治
会
）

⃝

池
水　

国
博	

（
木
原
自
治
会
）

⃝

磯
元　

春
代	

（
塩
屋
自
治
会
）

⃝

岩
崎　

史
教
（
栄
町
自
治
会
）

⃝

上
園 

ひ
と
み	

（
鳥
浜
自
治
会
）

⃝

大
庭　

裕
子	

（
昇
陽
自
治
会
）

⃝

小
川 

み
ど
り	

（
落
河
自
治
会
）

⃝

落
司　

道
子	

（
瀬
戸
山
自
治
会
）

⃝

上
吹
越 

寿
次	

（
鳥
井
戸
自
治
会
）

⃝

川
越　

正
治	

（
鹿
屋
市
）

⃝

川
越　

裕
子	

（
大
橋
上
自
治
会
）

⃝

楠
元　

忠
洋	

（
鵜
戸
野
自
治
会
）

⃝

小
脇　

光
春
（
六
反
田
自
治
会
）

⃝
迫
田 

ひ
か
る	

（
鳥
浜
自
治
会
）

⃝
迫　
　

尚
樹	

（
中
園
自
治
会
）

⃝

笹
原　

政
夫	

（
笹
原
自
治
会
）

⃝

染
川　

和
希	

（
弓
場
下
自
治
会
）

⃝

染
川　

雄
輔	

（
弓
場
下
自
治
会
）

⃝

高
崎　

満
広	

（
神
之
浜
一
区
）

⃝

藤
間　

竜
生	

（
川
北
自
治
会
）

⃝

中
迫 

留
理
子（
上
之
宇
都
自
治
会
）

⃝

長
濱 

登
美
子	

（
京
町
自
治
会
）

⃝

永
吉　

和
幸	

（
麓
自
治
会
）

⃝

貫
見 

サ
ユ
ミ	

（
平
石
自
治
会
）

⃝

馬
場 

み
よ
子	

（
京
町
自
治
会
）

⃝

原
澤　

政
徳	

（
鹿
屋
市
）

⃝

平
石　
　

誠	

（
柴
立
自
治
会
）

⃝

福
園　

正
夫	

（
神
川
城
自
治
会
）

⃝

舞
原　

千
昭	

（
麓
住
宅
）

⃝

松
原　

村
子	

（
麓
自
治
会
）

⃝

宮
内　

眞
一
（
弓
場
下
自
治
会
）

⃝

山
元　

玲
奈	

（
西
中
郡
自
治
会
）

⃝

山
元　

大
志	

（
西
中
郡
自
治
会
）

⃝

吉
田　

秀
政	

（
鹿
屋
市
）計

38
名

で
、
４
回
中
１
度
し
か
活
動
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

第
１
回
目
の
６
月
20
日（
月
）は
、

町
長
を
隊
長
と
す
る
19
名
（
男
性

13
名
・
女
性
６
名
）
が
、
町
長
の

あ
い
さ
つ
後
、
予
定
通
り
の
午
前

５
時
20
分
に
本
庁
舎
を
出
発
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
出
発
後
に
熊
本

地
方
に
大
雨
洪
水
警
報
が
発
令
さ

れ
、
熊
本
市
社
会
福
祉
協
議
会
よ

り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
け
入
れ
中
止

の
連
絡
が
あ
り
、
派
遣
は
中
止
と

な
り
ま
し
た
。

　

第
２
回
目
の
６
月
23
日
（
木
）

は
12
名
（
男
性
９
名
・
女
性
３
名
）

参
加
予
定
で
し
た
が
前
日
か
ら
大

雨
警
報
が
出
て
お
り
、
派
遣
は
中

止
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
３
回
目
の
６
月
27
日
（
月
）

は
９
名
（
男
性
６
名
・
女
性
３
名
）

が
参
加
し
ま
し
た
。
小
雨
が
降
る

中
、
熊
本
市
で
部
屋
の
片
づ
け
や

が
れ
き
撤
去
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

行
い
ま
し
た
。

　

第
４
回
目
の
６
月
30
日
（
木
）

は
16
名
（
男
性
10
名
・
女
性
６
名
）

が
参
加
予
定
で
し
た
が
前
日
か
ら

参
加
申
込
み
者
（
敬
称
略
）
◎�

６
月
実
施
の
派
遣
に
申
し
込
み
を
さ
れ

た
方
を
50
音
順
に
紹
介
し
ま
す
。

6 月 27 日（月）　崩れた壁の片づけ作業

1 回目のボランティア出発前にテレビ取材を受ける参加者

【 

各
回
の
動
き 

】

【　
　
　
　
　
　
　
　
　 

】

実
際
の
活
動６

月
27
日
（
月
）

錦江町支援隊 熊本支援ボランティア活動を終えての報告 町
民
が
熊
本
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
「
少
し
で
も
役
に

立
て
る
こ
と
を
」


